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第1章 切り捨て・切り上げ・四捨五入 

【1】 準備 

次のような計算表を作成しましょう。C 列の値は B 列の値を 0.025 倍したものです。 

A B C D E F G H I
1
2 購入金額 ポイント 処理0 処理1 処理-1 処理A 処理B
3 15496 387.400
4 612 15.300
5 7850 196.250
6 13635 340.875
7 940 23.500
8 3465 86.625
9 19467 486.675
10  
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【2】 ROUNDDOWN 関数とは(概要) 

ROUNDDOWN 関数は、選択したセル・数値を切り捨て処理する関数です。引数には「数値」「桁数」の 2

つ必要です。 

ROUNDDOWN 関数の書式 

 

=ROUNDDOWN(数値,桁数) 

…[数値]を指定した[桁数]で切り捨てる。 

<引数解説> 

数値:切り捨て処理をしたいセル・数値を指定する欄 

桁数:小数点以下をすべて処理する場合には「0」を指定。小数点以下の一部を処理する場合には、何桁

目の次を処理するのかを数値で指定。整数部(十の位、千の位など)以下を処理する場合には、一

の位なら「-1」、十の位なら「-2」、百の位なら「-3」のように指定。 

 

A B C D E
1
2 1234.567
3
4 桁数 処理後 C列に入力されている式
5 0 1234 =ROUNDDOWN(B2,B5)
6 -1 1230 =ROUNDDOWN(B2,B6)
7 -2 1200 =ROUNDDOWN(B2,B7)
8 -3 1000 =ROUNDDOWN(B2,B8)
9 1 1234.500 =ROUNDDOWN(B2,B9)
10 2 1234.560 =ROUNDDOWN(B2,B10)
11 例 

【3】 ROUNDDOWN の操作 

(1) D列にはC列の値を整数化させた値を表示させます。小数点以下の端数は切り捨てます。使用する

のは ROUNDDOWN 関数です。D3 をアクティブにして[関数の挿入]をクリックして下さい。 

 

1. D3 をアクティブに 

2. [関数の挿入]をクリック 
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(2) [関数の分類]を「すべて表示」にしてから「ROUNDDOWN」関数を選択して下さい。 

 

(3) [数値]には「C3」を用います。端数処理したい数値が入力されているセルを指定するのです。[桁

数]には「0」を入力して OKします。小数点以下を処理して、整数化する際には、[桁数]「0」を採用す

るのです。 

 
(4) D3 の結果を D9 までコピーしましょう。それぞれの値が小数点以下で切り捨て処理された事がわか

ります。 

 

1. [関数の分類]を「すべて表示」に 

2. 「ROUNDDOWN」関数を選択 

[数値]には「C3」、[桁数]には「0」を設定 

D3 の式を D9 までコピー 
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【4】 桁数にプラスの値(正の数)を指定する 

(1) E 列(処理 1)にも、各ポイントを、切り捨て処理をした結果を表示させます。ただし、小数点 1 桁目

は残し、2 桁目以降を処理するのです。ROUNDDOWN 関数を使用するという事は同じです。E3 をアク

ティブにしてから[関数の挿入]をクリックして下さい。 

 

(2) 「最近使用した関数」から「ROUNDDOWN」を選択しましょう。 

 

(3) [数値]には、先ほどと同様「C3」を採用します。[桁数]には、小数点何桁まで残し、それより後を処

理するか、を指定します。小数点 1 桁まで残すので「1」と指定して OK して下さい。 

 

1. E3 をアクティブに 

2. [関数の挿入]をクリック 

1. [関数の分類]を「最近使用した関数」に 

2. 「ROUNDDOWN」を選択 

[数値]に「C3」、[桁数]に「1」を指定 
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(4) E3 に作成された式を E9 までコピーしましょう。小数点 2 桁以下が処理され、小数点 1 桁目までが

残ります。 

 

【5】 桁数にマイナスの値(負の数)を指定する 

(1) 今度は F 列に、一の位以下を切り捨てた結果を表示させます。十円単位にするのです。ROUNDDOWN

関数を使います。F3 をアクティブにしてから[関数の挿入]をクリックして下さい。 

 

(2) ROUNDDOWN 関数を採用して下さい。さて、[数値]は「C3」です。続けて[桁数]です。一の位以下を処

理し、十の位を残す場合には「-1」を指定します。設定後は OK して下さい。なお、十の位以下を処理

する際には「-2」、百の位以下を処理するなら「-3」になります。 

 

1. F3 をアクティブに 

2. [関数の挿入]をクリック

[数値]は「C3」、[桁数]は「-1」に 
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(3) 完成後はコピーしましょう。 

 

【6】 その他の桁数 

(1) G 列では B 列(購入金額)の、十の位以下を処理した値を表示させます。[桁数]は「-2」になります。

マイナスで指定した分だけ、「0」が作成されます。G3 をアクティブにし、[関数の挿入]をクリックして

下さい。 

 

(2) ROUNDDOWN 関数を選択します。[数値]を「B3」、[桁数]を「-2」にします。このように、[桁数]は小数

点を基準にして、どの程度離れた部分以下を処理するか、を指定する欄なのです 

 

1. G3 をアクティブに 

2. [関数の挿入]をクリック

[数値]を「B3」、[桁数]を「-2」に 


